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第
35
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)

三
月
一
六
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

  
 
 

鴻
巣
市
の
算
額 

 

一
、
は
じ
め
に 

三
月
二
日
、
鴻
巣
市
に
あ
る
（
複
数
の
）
算
額
を

見
学
し
よ
う
と
思
い
、
市
役
所
文
化
財
担
当
に
情
報

を
得
る
目
的
で
電
話
し
て
み
ま
し
た
。
結
論
か
ら
言

え
ば
市
内
に
あ
る
算
額
の
見
学
は
難
し
そ
う
で
、
諦

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
わ
り
に
撮
影
し
た

資
料
等
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
市
役
所
に
向
か
い
ま

し
た
。 

事
前
調
査
で
鴻
巣
市
に
は
五
面
の
算
額
が
あ
り
、

何
れ
も
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
三
面
の
内
容
は
「
埼
玉

の
算
額
」
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
二
面
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
不
明
で
し
た
。 

五
面
の
算
額
は
次
の
も
の
で
す
。 

①
大
芦
氷
川
神
社
算
額
（
嘉
永
三
年
） 

小
林
要
吉
郎
勝
栄
一
門
四
十
六
名 

 
 
 

（「
埼
玉
の
算
額
」
に
あ
り
） 

②
薬
師
堂
算
額
（
明
治
二
十
三
年
） 

 
 
 
 

都
築
利
治
門
人
九
名
世
話
人
二
名 

③
新
井
稲
荷
神
社
（
明
治
二
十
五
年
） 

 
 
 
 

都
築
利
治
門
人
田
村
金
太
郎 

④
三
ツ
木
神
社
算
額
（
明
治
二
十
八
年
） 

 
 
 
 

都
築
利
治
門
人
十
二
名 

 
 
 

（「
埼
玉
の
算
額
」
に
あ
り
） 

⑤
八
幡
神
社
算
額
（
大
正
四
年
） 

 
 
 
 

中
村
新
蔵 

 
 
 

（「
埼
玉
の
算
額
」
に
あ
り
） 

  
都
築
利
治
関
係
の
算
額
は
、
秩
父
神
社
や
大
宮
氷

川
神
社
、
成
田
新
勝
寺
な
ど
に
あ
り
ま
す(

第
27
、

33
号
参
照)
。 

 

市
の
文
化
財
担
当
か
ら
頂
い
た
写
真
を
見
る
と
、

①
は
全
く
内
容
が
読
め
ず
、
④
も
僅
か
に
一
行
目
の

タ
イ
ト
ル
位
し
か
読
め
ま
せ
ん
。 

 

⑤
の
八
幡
神
社
算
額
は
簡
単
な
問
題
を
天
元
術

（
算
盤
）
で
示
し
て
い
ま
す
が
、
大
正
の
時
期
に
ど

の
よ
う
な
思
い
で
掲
額
し
た
の
か
、
少
し
理
解
に
苦

し
み
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
未
だ
資
料
の
な
い
と
思
わ
れ
る
、
③
の

新
井
稲
荷
神
社
と
、
②
の
薬
師
堂
の
算
額
に
つ
い
て

述
べ 

ま
す
。 

        

 

                

八幡神社算額（鴻巣市文化財担当より） 
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707.1

2

414.2828.5

1

2

3838











b

a

ab

ba

のとき

とすれば、

れぞれ乙円、丙円の直径をそ

二
、
新
井
稲
荷
神
社
の
算
額
の
解
読
と
解
法 

                    
 

       

                            

 

あ
あ
あ
あ
あ 

  

          

    

三
問
目
は
秋
葉
神
社
算
額
の
二
問
目
と
同
じ
。 

 

こ
の
算
額
に
は
五
問
あ
り
ま
す
。
最
初
の
三
問
は
明
確
に
読
め
ま
す
が
、
四
問
目
は

五
～
六
ヶ
所
ほ
ど
読
め
な
い
個
所
が
あ
り
ま
す
。
前
後
関
係
か
ら
推
測
し
た
文
字
は
赤

字(
横
線)

で
示
し
ま
し
た
。
五
問
目
は
さ
ら
に
読
め
な
い
個
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

 
三
問
目
の
出
題
者
の
「
盛
之
助
」
の
姓
は
読
め
ま
せ
ん
が
、
後
述
の
薬
師
堂
の
算
額

に
は
同
じ
住
所
と
思
わ
れ
る
「
松
村
森
之
助
利
輝
」
が
あ
る
の
で
同
一
人
物
と
思
わ
れ

ま
す
。「
盛
」
と
「
森
」
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
読
み
は
同
じ
な
の
で
よ
く
あ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
同
様
に
薬
師
堂
の
算
額
と
見
比
べ
る
と
、「
□
田
興
三
郎
谷
治
」
は
「
福

田
与
三
郎
谷
治
」
だ
と
思
い
ま
す
。「
鈴
木
道
太
郎
利
正
」
は
「
新
槇
道
太
郎
利
正
」
と

同
一
人
物
か
は
不
明
で
す
。
そ
の
他
、
田
村
金
太
郎
治
重
、
堀
越
佐
平
利
佐
も
薬
師
堂 

関
流
免
許
皆
傳
算
師
都
築
利
治
社
中 

 

今
有
如
圖
設
外
圓
之
内
へ

方
面

側
圓

乙
圓

 

甲
圓

只
言
其
側
圓
長
徑
四
寸
甲
圓
徑
三
寸
問
乙
圓 

徑
幾
何 

 
 

答
曰
乙
徑
七
分
三
厘
二
毛
有

奇 
術
曰
置
八
個
開
平
法
以
減
三
個
餘
へ

乗
長
徑
巾
甲
徑
巾
和 

ヲ
八
個
ヲ
除
之
開
平
法
得
乙
圓
徑
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
埼
玉
郡
共
和
村
大
字
新
井 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
流
九
傳
発
願
人

田
村
金
太
郎
治
重 

 

今
有
如
圖
圓
大
中
小
ノ
圓
ヲ
以
テ
乙
丙
二
圓
ヲ
只
言
其 

小
圓
徑
五
寸
乙
圓
徑
四
寸
丙
圓
徑
三
寸
問
大
圓
徑 

幾
何 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

答
曰
大
圓
徑
二
拾
寸
餘 

術
曰
置
三
千
九
百
二
拾
個
ヲ
以
テ
百
九
拾
六
個
除
之
得 

大
圓
徑
合
問 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
西
ノ
谷 

関
流
九
傳 

堀
越
佐
平
利
佐 

 

今
有
如
圖
外
圓
ノ
内
へ

設
玄
斜
ヲ
容
其
上
下
へ

大
小
三 

個
只
言
玄
斜
四
寸
小
圓
徑
一
寸
問
大
圓
徑
幾
何 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

答
曰
大
圓
徑
三
寸
九
分
三
厘
餘 

術
曰
置
玄
斜
ヲ
三
乗
巾
而
以
四
個
除
之
内
以
減
小
徑
四
個 

餘
開
平
法
得
商
七
個
七
分
四
厘
五
毛
餘
以
加
入
八
個
以 

小
徑
四
個
除
之
得
大
圓
徑
合
問 

北
足
立
郡
當
光
村
大
字
上
谷 

関
流
九
傳 

□
□
盛
之
助
利
輝 

奉 

今
有
如
圖
設
鈎
股
形
内
二
□
容
其
交
罅
甲
圓

乙
圓 

丙

只
言
股
長
玄
相
乗
数
拾
二
個
八
分
亦
言
鈎 

ト
短
玄
相
乗
数
五
個
四
分
問
丙
圓
徑
幾
何 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

答
曰
丙
圓
徑
六
分 

術
曰
置
三
個
以
五
個
除
之
得
丙
圓
徑
合
問 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
中
種
足 

関
流
九
傳 

□
田
興
三
郎
谷
治 

 

今
甲
乙
丙
丁
戊
五
人
ア
リ
甲
□
□
乙
ノ
財
産
ト
ハ
二
十
三
ノ 

如
シ
乙
ト
丙
ト
ハ
四
□
□
□
□
□
□
六
十
七
□
□
□
□
丁
ト 

 
 
 
 
 
 

戊
ト
ハ
七
ト
八
ノ
□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 
 

然
レ
ハ
甲
ノ
財
産
丁
及
□
□
□
□
□
割
合
ノ
比
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰

 

 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
上
種
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
流
九
傳 

鈴
木
道
太
郎
利
正 

 
 
 
 
 
 

明
治
廿
五
年
旧
九
月
一
日 

 
 

敬
白 

納 
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の
算
額
に
あ
り
ま
す
。 

 

一
問
目
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

問
文
は
、
「
図
の
よ
う
に
外
円
内
に
方
面
（
正
方

形
）
一
個
と
方
面
に
内
接
す
る
側
円
二
個
、
外
円
に

内
接
し
方
面
に
外
接
す
る
乙
円
四
個
、
二
個
の
側
円

に
内
接
す
る
甲
円
一
個
が
あ
る
と
き
、
長
径
四
寸
甲

円
径
三
寸
の
と
き
乙
円
径
は
幾
つ
か
」と
い
う
も
の
。 

術
文
は
、「
八
を
置

き
平
方
に
開
き
三
か

ら
減
じ
余
り
に
長
径

の
二
乗
と
甲
径
の
二

乗
の
和
を
乗
じ
、
八

で
除
し
平
方
に
開
き

乙
円
径
を
得
て
問
に

合
う
」と
い
う
も
の
。 

こ
の
問
題
を
解
く

と
下
の
よ
う
に
な
り
、

答
・
術
文
と
も
正
し

い
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。 

 

 

二
問
目
は
五
つ
の
円
に
関
し
て
四
つ
の
三
平
方
の

定
理
を
立
て
て
解
く
と
、
答
の
正
し
い
の
が
確
認
で

き
ま
す
。術
文
の
数
字
か
ら
も
答
は
正
し
い
で
す
が
、

そ
の
数
字
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
は
未
確
認
で
す
。 

  

三
問
目
は
、
こ
れ
と
同
様
の
問
題
が
秋
葉
神
社
の

算
額
（
天
保
十
一
年
、
さ
い
た
ま
市
西
区
中
釘
、
田

辺
倉
五
郎
、
第
20
号
参
照
）
に
あ
り
ま
す
。
図
形
は

全
く
同
じ
で
す
が
、
斜
（
直
線
）
と
小
円
径
の
数
値

が
秋
葉
神
社
の
が
4.8
、
1.8
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ

の
新
井
稲
荷
の
は
4
、
1
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

問
題
は
図
に
お
い
て
斜
の
長
さ
と
小
円
径
が
与
え

ら
れ
た
時
に
大
円
径
を
求
め
る
も
の
で
、
術
文
の
大

凡
の
解
読
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

「
術
曰
く
、
玄
斜
を
置
き
四
乗
し
こ
れ
を
四
で
除

し
、
小
径
の
四
倍
を
減
じ
、
平
法
に
開
き
、
七
・
七

四
五
余
り
を
得
る
。
そ
れ
に
八
を
加
え
、
そ
れ
を
小

径
の
四
倍
で
除
し
て
大
円
径
を
得
て
問
に
合
う
」 

（
注
。
三
乗
巾
は
和
算
で
は
四
乗
の
こ
と
、
ま
た
小

径
の
四
倍
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は

小
径
が
1

で
あ

る
た
め
で
実
際
は

小
径
の
四
乗
の
四

倍
と
な
り
ま
す
） 

 

こ
の
問
題
も
三

平
方
の
定
理
を
使

っ
て
解
け
ま
す
。

結
果
は
下
の
よ
う

に
示
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
秋
葉
神

社
の
算
額
の
答
と
術
文
に
は
間
違
い
の
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
が
、
田
辺
家
に
遺
っ
て
い
る
内
表
紙

に
「
関
流
算
術
之
学
士
田
鍋
倉
五
郎
康
高
堂 
撰
之

高
康 

印
」（
天
保
十
年
）
と
あ
る
史
料
の
中
に
は
掲

額
し
た
問
題
の
解
法
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
答
曰
大

徑
二
寸
九
ト
二
厘
」と
正
し
い
値
を
求
め
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
算
額
の
文
は
掲
額
時
の
書
き
間
違
い
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

四
問
目
は
一
部
不
明
の
文
章
も
あ
り
ま
す
の
で

今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。 

 

三
、
薬
師
堂
の
算
額 

薬
師
堂
の
算
額
（
の
写
真
）
は
住
所
氏
名
の
一
部

に
読
め
な
い
個
所
が
あ
り
ま
す
が
、他
は
読
め
ま
す
。 

一
問
目
は
側

円
と
円
が
三
個

づ
つ
で
す
が
、

同
じ
よ
う
な
問

題
と
し
て
四
個

づ
つ
の
問
題
が
、

榛
名
神
社
算
額

（
群
馬
県
、
明

治
33
年
、
宮
永

永
藏
永
治
）、及

び
菖
蒲
町
の
小

林
神
社
算
額

（
大
正
五
年
、

都
築
菊
蔵
利
長
門
人
）
に
あ
り
ま
す
。 

二
問
目
は
大
宮
氷
川
神
社
算
額
（
明
治
31
年
）
の

十
二
問
目
（
北
埼
玉
郡
騎
西
、
大
塚
源
平
正
治
）
と

同
じ
内
容
で
す
。 

解
法
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
し
ま
す
。 

 

  

 
。となり、術文は正しい

の場合

は、

径（外円径の矢）とすれば、求める乙円

）の直径）を短径（甲円（中央の円

、楕円）の長径を問題を解くと、側円（

3,4

7322.0
8

83 22
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。となり、術文は正しい

の場合

は、大円径

とすれば、、小円径を斜の長さを
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薬師堂算額（鴻巣市文化財担当より） 

･･･ 
･･･ 

･･･ 

騎西町（加須市）の雷神社算額（明治 8年）

は側円が３個で円は無いが同等の問題。 
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都
築
利
治
の
門
人
（
社
中
）
た
ち
は
幾
つ
も
の
寺

社
に
奉
額
し
て
い
ま
す
。
新
井
稲
荷
と
薬
師
堂
の
掲

額
者
も
他
の
寺
社
に
も
奉
額
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

覧
を
表
に
し
て
次
に
示
し
ま
す
。 

 

（
謝
辞
） 

カ
ラ
ー
写
真
を
提
供
し
て
頂
い
た
、
鴻
巣
市
生
涯

学
習
課
文
化
財
担
当
の
宮
崎
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

北
足
立
郡
當
光
村
大
字
上
谷 

関
流
九
傳 

松
村
森
之
助
利
輝 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
西
ノ
谷 

関
流
九
傳 

堀
越
佐
平
利
佐 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
上
種
足 

関
流
九
傳 

新
槇
道
太
郎
利
正 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
中
種
足 

関
流
九
傳 

福
田
与
三
郎
谷
治 

北
埼
玉
郡
共
和
村
大
字
新
井 

関
流
九
傳 

田
村
金
太
郎
治
重 

北
足
立
郡
箕
田
村
大
字
道
永 

関
流
九
傳 

平
賀
喜
代
三
郎
治
永 

南
埼
玉
郡
西
小
林
村 

長
谷
川
辰
五
郎
治
済 

北
足
立
郡
當
光
村
大
字
上
谷 

大
塚
粂
三
郎
治
信 

北
足
立
郡
箕
田
村
大
字
市
ノ
縄 

 
 
 
 
 

萩
原
欣
作
治
孝 

世
話
人 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
下
種
足 

関
流
九
傳 

坂
口
宇
之
助
利
永 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
田
所 

 
 
 
 
 

加
藤
寅
吉
清
高 

関
流
皆
傳
算
師 

総
理 

都
築
利
治 

社
中 

 

今
有
如
圖
設
外
圓
容
其
内
側
圓

小
圓

只
言
側
圓 

長
徑
三
寸
短
徑
二
寸
問
外
圓
徑
幾
何 

 
 
 

答
曰
外
徑
六
寸
二
分
壱
厘
四
毛
余 

術
曰
置
九
拾
三
個
開
平
法
得
商
ニ

加
入
九
個
ヲ

以
三
個 

除
之
得
外
圓
徑
合
問 

 

 
 
 
 
 
 

今
有
如
圖
設
全
圓
ヲ

内
線
上
下
へ

容
大
圓

中
圓

 

小
圓

方

只
言
其
小
圓
徑
一
寸
問
中
圓
徑
幾
何 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

答
曰
中
圓
徑
一
寸
二
分
五
厘 

術
曰
置
小
圓
徑
五
之
以
四
個
除
之
得
中
圓
徑
合
問 

 

今
有
如
圖
設
大
圓
容
内
□

側
圓

只
言 

其
側
圓
長
徑
四
寸
短
徑
三
寸
問
小
圓
徑
幾
何 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

答
曰
小
徑
四
寸
一
分
四
厘
二
毛
余 

術
曰
置
拾
七
個
一
分
六
厘
開
平
法
得
小
圓
徑
ヲ 

合
問 

     

 
 
 
 
 
 

明
治
廿
三
年
四
月 

敬
白 

門
人
九
名
と
世
話
人
二
名 

の
住
所
氏
名
（
以
下
に
示
す
） 

納 奉 

算額寺社

田
村
金
太
郎

堀
越
佐
平

松
村
盛
之
助

福
田
與
三
郎

鈴
木
道
太
郎

新
槇
道
太
郎

平
賀
喜
代
三
郎

長
谷
川
辰
五
郎

大
塚
□
五
郎

萩
原
秋
作

坂
口
宇
之
助

加
藤
寅
吉

(鴻巣）新井稲荷(明治25) ○ ○ ○ ○ ○

(鴻巣）薬師堂(明治23) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

(鴻巣）三ツ木神社(明治28) △ △ ○

榛名神社(明治33) △ ○ △ ○ △

秩父神社(明治20) ○ ○ ○ △

大宮氷川神社(明治31) ○ ○ ○ ○ ○ ？

成田新勝寺(明治30) ○ ○ ○

○は問題を掲額、△は世話人・後見人・発願人


